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4月1日現在の大崎市の人口
	地域
	男
	前月比
	女
	前月比
	計
	前月比
	世帯数

	古川
	38,115
	－106
	39,523
	－102
	77,638
	－208
	31,263

	松山
	2,952
	－15
	3,111
	－10
	6,063
	－25
	2,195

	三本木
	3,956
	－05
	3,988
	－06
	7,944
	－11
	2,698

	鹿島台
	5,795
	－16
	6,170
	－27
	11,965
	－43
	4,535

	岩出山
	5,300
	－34
	5,591
	－29
	10,891
	－63
	4,181

	鳴子温泉
	2,932
	－08
	3,241
	－19
	6,173
	－27
	2,749

	田尻
	5,434
	－17
	5,584
	－17
	11,018
	－34
	3,601

	市全体
	64,484
	－201
	67,208
	－210
	131,692
	－411
	51,222


問合せ　市政情報課統計担当　電話23-5091

今月の納税
[bookmark: _GoBack]　納期限：5月31日
	■ 軽自動車税
	全期

	■ 固定資産税・都市計画税
	第1期

	□ 市県民税
	―

	■ 国民健康保険税
	第1期

	■ 介護保険料
	第1期

	□ 後期高齢者医療保険料
	―

	□ 個人事業税
	―



※市から送付する納付書や口座振替を　利用している人の納期限です。

問合せ　納税課収納担当  電話23-5148

空間放射線量の測定結果（単位:マイクロシーベルト/h）

	4月16日測定
	地表面
から1m
	地表面
から0.5m

	市役所第2駐車場
	0.05
	0.04

	松山総合支所
	0.05
	0.04

	三本木総合支所
	0.06
	0.05

	鹿島台総合支所
	0.07
	0.07

	岩出山総合支所
	0.06
	0.06

	鳴子総合支所
	0.05
	0.05

	田尻総合支所
	0.07
	0.05



火災発生件数(3末日現在・右欄は前年比)
	建物火災
	7件
	－2

	林野火災
	0件
	0

	車両火災
	1件
	－1

	その他火災
	2件
	0

	合計
	8件
	－3



交通死亡事故件数(4月15日現在・右欄は前年比)
	発生件数
	1件
	0

	死亡者数
	1人
	0


問合せ　防災安全課 消防担当・交通防犯担当  電話23-5144


パタ崎さんのひと口メモ
●観光客にあいさつしよう！
問合せ 観光交流課 電話23-7097
　5月といったらなんといってもゴールデンウィークだよね！今年は4連休で、家族や友達と一緒に出掛ける人も多いと思うんだ。逆に、市街から大崎市に来る人もいっぱいいるよ。
　みんなは遠くに出かけたとき、その土地の人にあいさつされたことはあるかな？何も知らない離れた土地で現地の人にあいさつされると、うれしくてその土地のことが記憶に残るよね。みんなも観光客を見つけたら、ちょっと恥ずかしいかもしれないけど、気軽にあいさつしてみよう！あいさつを通して話しが広がって、魅力いっぱいの大崎市のことを、多くの人に知ってもらえたら嬉しいね！きっと相手も「またこようかな」って思ってくれるよ。
　大崎市には、毎年８００万人くらいの観光客が来てくれるけど、もっともっと多くの人に大崎市を好きになってもらえたらうれしいな！


今月の表紙
　4月上旬、岩出山下野目地区の「佐藤農場」では、梅林が満開を迎えました。
佐藤農場では、毎年、梅が開花するこの時期に農場を解放しています。広大な地に数千本植えられた約20種類の梅は、淡いピンクや白など微妙に花の色味が異なり、見る人を楽しませます。梅の木々が重なりあって、梅花のトンネルのようになった通路では、夢中になってカメラを向ける人もいました。
　4月6日には、鳴子温泉旅館組合が満開の梅林を前に、野だてのおもてなしを行いました。鳴子温泉地域の旅館の女将が丁寧に茶をたて、和菓子と一緒に花見客をもてなします。訪れた花見客は、抹茶の香りとやわらかな梅の香りに包まれて、心和ませていました。


宝の都（くに）・おおさき 未来予想図～ずっとおおさき・いつかはおおさき～
合併から12年が経過した本市では、宝の都（くに）・おおさきの実現に向けて、新たな事業が動き出しています。このコーナーでは、市役所本庁舎・鳴子総合支所庁舎・田尻総合支所庁舎の建設整備の進行状況や、中心市街地のまちづくり計画に関する事業の進捗状況を発信します。
vol.1　本庁舎建設整備事業の概要①

　大崎市役所本庁舎の新しい庁舎（以下、新庁舎）は、来庁者が利用しやすく働く人が働きやすい環境で、災害時の拠点機能を担う、まちづくりの核となる施設です。新庁舎の建設について、建設のスケジュールや建設場所、新庁舎の機能などを具体的に盛り込んだ「本庁舎建設整備基本計画」（以下、基本計画）を平成30年3月に策定しました。
　今後は、平成32年度まで基本設計・実施設計を行い、建設工事後、平成34年度中の供用開始を予定しています。
　新庁舎は、現在の本庁舎第2駐車場から東庁舎前の駐車場にかけて建設する予定で、東庁舎は引き続き活用していきます。新庁舎の完成後には、現在の本庁舎・西庁舎を解体し、駐車場を整備する計画で、安全性の確保や多目的利用に配慮します。

新庁舎の機能
●市民だれもが利用しやすい庁舎
●市民サービス向上が図られる効率的な庁舎
●防災拠点として市民の安全・安心を確保した庁舎
●まちに調和し市民が誇りを持てる庁舎
●環境に配慮した庁舎
●ライフサイクルコストを抑えた庁舎
次回は、庁舎の機能について掲載する予定です。
問 政策課政策企画担当  電話23-2129



市長コラム　天地人　　世界農業遺産認証式に臨んで
　わたしは、スローフード運動調査などで、何度かイタリアを訪れていますが、何かしら親近感を覚える国です。
　第二次世界大戦の三国同盟。共に島国・半島で、豊かな四季。世界に誇る食文化。豊かな独自文化。支倉常長の慶長遣欧使節団ゆかりの地。そしてイタリア半島と大崎市の類似地形。そのようなイタリアへの今回の訪問は、総勢30人で世界農業遺産認証式参列という大切なミッションを担っての訪問でした。
　認証式は、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）の本部で行われました。
　ＦＡＯ本部は、ローマの古代遺跡群の中心に位置し、ムッソリーニ時代に植民地省であった巨大な石造りの建物です。
　その会場でわたしは、ＦＡＯのマリア・ヘレナ・セメド事務局次長から認定証を拝受し、認定の御礼と今後の抱負をプレゼンテーションしました。世界の晴れ舞台で大役を果たし、生涯忘れ得ない体験、感動、感激でした。
　世界農業遺産は、世界的に重要な農業の遺産システムであり、同時に社会的、経済的、生態学的な変化に対応し、進化し続けている「生きている遺産」「未来への遺産」とも言われています。
　わたしたちの「大崎耕土」は東北・北海道から初めての認定。稲作・水田地域としては世界で初めての認定となる快挙です。
　認定を契機に、全国的・国際的視点も取り入れ、農産物のブランド化、観光の振興、地域への誇りと希望を持って、日本や世界のモデルとなる取り組みを行ってまいります。
大崎市長　伊藤康志

